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し、長期入院を要した（9 日 vs 5 日, p<0.001）。薬物離脱症候群発症群の児の方が出生時頭
囲が有意に小さく（33.0cm vs 33.5cm, p=0.034）、また、在胎期間で補正した Z スコアでも
同じ結果であった（-0.20 vs 0.29, p=0.011）。母親が抗精神病薬、抗うつ薬を服用していた
場合、薬物離脱症候群の発症が有意に多かった（それぞれ、aOR 5.83, 95%CI 2.15-17.09, 
















Head circumference in infants with nonopiate-induced neonatal 
abstinence syndrome 
（非オピオイドによる新生児薬物離脱症候群における新生児頭囲）
